
市
議
会
3
月
定
例
会
は
、
2
月
23
日
か
ら
3
月
19
日
ま
で
開
催
し
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
、
会
派
代
表
の
5
人
を
含
む
13
人
が
登
壇
し
、
財
政

問
題
や
行
政
改
革
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
（
13
〜
25
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ま
た
、
今
回
の
定
例
会
で
は
、
地
方
自
治
法
改
正
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）
に

伴
う
副
市
長
制
度
の
各
種
条
例
案
な
ど
47
議
案
を
審
議
。
45
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、「
除
雪
ド
ー
ザ
使
用
料
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
」「
平
成
19
年
度
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院
事
業
会
計
予
算
」

の
2
議
案
に
つ
い
て
は
、
市
当
局
が
提
案
を
撤
回
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
は
、
新
市
の
基
礎
を
築
く
大
切
な

年
で
あ
り
、
３
町
村
が
築
い
て
き
た
行
財
政
基
盤

を
基
に
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
福

祉
や
教
育
の
充
実
な
ど
、
各
般
に
わ
た
り
前
向
き

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

合
併
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
盛
岡
以
北
の
拠

点
都
市
を
目
指
し
、
国
が
進
め
る
地
方
分
権
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
公
正
、
誠
実

な
立
場
に
立
っ
た
活
力
あ
る
市
政
の
実
現
を
目
指

し
、
八
幡
平
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
し
て
常
に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
こ
の
八
幡

平
市
を
、大
切
な
先
祖
か
ら
の
預
か
り
物
と
し
て
、

「
暖
か
い
心
」「
思
い
や
り
の
心
」
を
大
切
に
し
、

大
き
く
育
て
あ
げ
、
自
然
と
人
、
人
と
人
と
が
生

き
生
き
と
輝
く
「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
八

幡
平
市
」
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
著
し
く
変

化
し
て
き
て
お
り
、
個
別
化
、
多
様
化
す
る
社
会

の
変
化
に
自
ら
対
応
で
き
る
資
質
や
能
力
の
育
成

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
健
や
か
な
、
創
造
性

あ
ふ
れ
る
人
材
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
市
建
設
計

画
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
国
、
県
の
動
静
と
呼

応
し
な
が
ら
、教
育
・
文
化
活
動
の
充
実
に
努
め
、

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
人
づ
く

り
を
目
指
す
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
、

本
市
の
教
育
の
振
興
・
発
展
に
尽
く
し
ま
す
。

高橋北英教育長
教育行政運営基本方針と重点演述

田村正彦市長
施政方針演述（ ）詳しくは、6～7ページを

ご覧ください。
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▼
八
幡
平
市
国
民
保
護
計
画
の

報
告
に
つ
い
て

こ
の
計
画
は
、
「
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
受
け
、
日
本
の
平
和
と

安
全
を
脅
か
す
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
避
難
住
民
の

誘
導
や
被
災
者
の
救
助
方
法
な

ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

問

市
内
に
居
住
す
る
外
国
人

の
人
道
的
扱
い
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
か
。

答

宿
泊
施
設
や
集
客
施
設
と

避
難
の
方
法
を
打
ち
合
わ
せ
す

る
。
外
国
人
に
つ
い
て
も
、
国

民
同
様
に
配
慮
し
て
い
く
。

▼
岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
加
及
び
岩
手
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

変
更
の
協
議
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

２
月
１
日
設
置
の
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
を
、
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
に
加
入
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
ま
で
、
75
歳
以
上
の
医
療

費
給
付
は
、
各
市
町
村
の
老
人

保
健
制
度
で
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
20
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

６
月
30
日
で
人
権
擁
護
委
員

の
任
期
が
満
了
す
る

橋
良

り
ょ
う

二じ

氏
（
柏
台
）
を
、
再
び
推
せ
ん

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約
の
協
議
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
「
助
役
」
を
「
副
市
長
」

に
、
「
収
入
役
」
を
「
会
計
管

理
者
」
に
改
め
る
な
ど
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。
（
４
月
１

日
施
行
）

▼
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

旧
荒
屋
小
学
校
校
舎
の
一
部

で
絵
画
教
室
や
文
化
活
動
を
行

う
た
め
、後
藤
秀ひ

で

夫お

氏（
打
田
内
）

に
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
無

償
で
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

▼
市
道
路
線
の
廃
止
（
認
定
・

変
更
）
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

市
道
改
良
工
事
な
ど
に
よ

り
、
小
清
水
線
ほ
か
９
路
線
を
、

次
の
と
お
り
廃
止
、
認
定
ま
た

は
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
廃
止
な
ら
び
に
再
認
定
＝

小
清
水
線
・
大
更
田
ノ
尻
線
・

西
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線
（
大

更
）、
間
舘
線
（
荒
木
田
）

◎
廃
止
＝
北
切
支
線
（
大
更
）

◎
認
定
＝
大
更
中
央
線
・
野

中
３
号
線
（
大
更
）

◎
変
更
＝
焼
走
り
線
（
平

笠
）
、
荒
木
田
大
平
線
（
荒
木

田
）、
稲
山
線
（
野
駄
）

▼
松
尾
八
幡
平
物
産
館
ほ
か
２

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

松
尾
八
幡
平
物
産
館
ほ
か
２

施
設
の
管
理
を
、
次
の
と
お
り

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る

も
の
で
す
。（
４
月
１
日
施
行
）

◎
松
尾
八
幡
平
物
産
館
＝
松

尾
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

◎
八
幡
平
市
苗
代
沢
農
村
総

合
管
理
施
設
＝
沢
目
地
域
推
進

協
議
会

◎
八
幡
平
市
農
産
物
加
工
施

設
＝
八
幡
平
市
松
尾
果
樹
加
工

生
産
組
合

▼
八
幡
平
市
副
市
長
定
数
条
例

副
市
長
の
定
数
を
２
人
と
定

め
る
も
の
で
、
助
役
の
定
数
に

関
す
る
条
例
は
廃
止
と
な
り
ま

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
浅
沢
神
楽
伝
承
館

条
例浅

沢
地
区
に
新
築
し
た
浅
沢

神
楽
伝
承
館
の
設
置
に
関
し
、

使
用
時
間
や
使
用
料
な
ど
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。（
３
月
15
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
火
葬
場
条
例

八
幡
平
市
斎
場
の
管
理
を
指

定
管
理
者
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
立
図
書
館
条
例

住
民
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
支
所
及
び
出
張
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例松

尾
総
合
支
所
の
所
管
区
域

に
安
比
高
原
地
区
を
加
え
る
も

の
で
す
。（
４
月
１
日
施
行
）

3月定
例会

橋良二氏

3月25日に落成式が行われた
浅沢神楽伝承館

報
告

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の
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▼
八
幡
平
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

監
査
委
員
事
務
局
職
員
を
専

任
と
す
る
な
ど
、
各
所
属
職
員

の
定
数
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
職
員
定
数
の
総
数

は
４
５
３
人
で
、
こ
れ
ま
で
の

職
員
定
数
と
同
じ
で
す
。
（
４

月
１
日
施
行
）

問

職
員
定
数
は
ど
う
削
減
し

て
い
く
計
画
か
。

答

職
員
65
人
を
平
成
22
年
ま

で
に
削
減
す
る
目
標
で
あ
る
。

▼
八
幡
平
市
奨
学
金
貸
付
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

基
金
の
額
を
８
０
０
万
円
増

額
し
、
５
０
０
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

入
湯
税
の
課
税
免
除
者
に
、

競
技
な
ど
の
た
め
の
大
学
生
や

高
校
生
を
加
え
る
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
表

１
の
と
お
り
改
正
す
る
も
の
で

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

道
路
法
に
準
じ
て
道
路
占
用

料
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
保
育
所
条
例
及
び

八
幡
平
市
児
童
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

畑
児
童
館
を
あ
し
ろ
保
育
所

畑
分
園
と
し
て
整
備
し
、
ま
た
、

休
館
し
て
い
た
舘
市
児
童
館
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
出

産
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

出
産
育
児
一
時
金
の
受
け
取

り
代
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
貸
付
基
金
条
例
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

７
１
６
５
万
８
０
０
０
円
を
減

額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
も
の
は
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
２
億
２
２
０

２
万
７
０
０
０
円
な
ど
で
す
。

（
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
７
会

計
、
事
業
会
計
２
会
計
に
係
る

補
正
予
算
も
可
決
し
ま
し
た
）

問

市
道
前
森
山
線
改
良
舗
装

工
事
は
、
近
く
に
安
比
線
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
道

路
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
は
何
か
。

答

カ
ー
ブ
し
な
が
ら
勾
配
の

き
つ
い
所
で
安
比
線
と
つ
な
が

り
、冬
は
凍
結
し
て
、現
状
の
ま

ま
で
は
か
な
り
危
険
で
あ
る
。

問

診
療
報
酬
な
ど
の
改
定
も

あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
る
西
根
病
院
だ
が
、
今

後
の
見
通
し
や
改
善
策
を
伺
う
。

答

今
期
初
め
て
赤
字
処
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
４
月

か
ら
常
勤
の
医
師
を
１
人
増
や

し
、
診
療
を
充
実
さ
せ
る
。

患
者
輸
送
バ
ス
の
有
効
利
用

に
つ
い
て
も
見
直
す
。

▼
八
幡
平
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
や
県
に
準
じ
て
休
息
時
間

を
廃
止
す
る
も
の
で
、
市
職
員

の
休
憩
時
間
は
、
午
後
０
時
15

分
か
ら
１
時
ま
で
と
な
り
ま

す
。（
４
月
１
日
施
行
）

問

国
に
準
じ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
市
町
村
に
よ
っ
て
運
用

の
仕
方
は
あ
る
の
か
。

答

労
働
基
準
法
上
、
６
時
間

を
超
え
る
場
合
は
少
な
く
と
も

45
分
、
８
時
間
を
超
え
る
場
合

は
１
時
間
の
休
憩
時
間
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
休
息
時
間

と
い
う
規
定
は
な
い
。
１
時
間

表 1 国民健康保険税の改正内容

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

4

国　　　　　　　保　　　　　　　分　　　　 介　　護　　分

項　　　　　　　　　　　目 改　　　正　　　前

旧西根町 旧松尾村 旧安代町
改正後 改正前　　 改正後

17,640円　 16,800円　 17,500円　 16,800円　 4,480円　 4,690円

21,000円　 19,320円 21,000円　 21,000円　 3,920円　 4,235円

245,000円　 245,000円

12,600円　 12,000円　 12,500円　 12,000円　 3,200円　 3,350円

15,000円　 13,800円　 15,000円　 15,000円　 2,800円　 3,025円

350,000円　 350,000円

5,040円　 4,800円　 5,000円　 4,800円　 1,280円　 1,340円

6,000円　 5,520円　 6,000円 6,000円　 1,120円　 1,210円

所得33万円以下の世帯1人
当たり軽減額

所得33万円以下の1世帯当
たり軽減額

所得33万円＋世帯主を除く
被保険者1人当たりの額

上記所得基準以下の世帯1人
当たりの軽減額

上記所得基準以下の1世帯人
当たりの軽減額

所得33万円＋世帯主を除く
被保険者1人当たり額

上記所得基準以下の世帯1人
当たりの軽減額

上記所得基準以下の1世帯人
当たりの軽減

所 得 割 課税所得額に対する率　 7.00% 7.80% 7.80% 7.80% 1.14% 1.32%

資 産 割 課税固定資産税額に対する率 35.00% 35.00% 35.00% 30.00% 7.00%

均 等 割 被保険者1人当たり 25,200円　 24,000円　 25,000円　 24,000円　 6,400円　 6,700円

平 等 割 1世帯当たり 30,000円　 27,600円　 30,000円　 30,000円　 5,600円　 6,050円

均 等 割

平 等 割

所得基準

均 等 割

平 等 割

所得基準

均 等 割

平 等 割

税
　
　
　
　
率

7
割
軽
減

低
　
　
所
　
　
得
　
　
者
　
　
軽
　
　
減

5
割
軽
減

2
割
軽
減



の
休
憩
時
間
を
取
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
帰
り
の
時
間
が
15
分

遅
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
休
憩
時

間
を
午
後
０
時
15
分
か
ら
の
45

分
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼
松
尾
八
幡
平
物
産
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
13
％
か
ら
14
％
と

し
て
い
た
利
用
料
金
を
、
20
％

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
４
月
１
日
施
行
）

問

利
用
料
金
を
20
％
に
上
げ

る
の
は
、
農
家
に
と
っ
て
重
い

賦
課
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

農
家
の
中
に
は
、
利
用
料

を
払
っ
て
で
も
販
売
は
任
せ

て
、
自
分
た
ち
は
作
る
方
に
専

念
し
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

▼
除
雪
ド
ー
ザ
使
用
料
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

こ
の
条
例
は
、
旧
安
代
町
が

平
成
４
年
に
定
め
た
条
例
暫
定

施
行
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
私

人
へ
の
貸
し
付
け
に
よ
る
除
雪

に
つ
い
て
、
民
間
で
対
応
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と
議

会
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
「
特
に
雪
の

多
い
安
代
地
区
と
し
て
は
、
除

雪
の
対
応
方
法
や
料
金
的
な
事

も
含
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
非
常
に
懸
念
し
て
い
る
。

考
え
直
せ
な
い
か
」
な
ど
の
質

問
が
相
次
い
で
出
さ
れ
た
ほ

か
、
勝
又
紘
一
議
員
が
次
の
と

お
り
反
対
討
論
を
述
べ
ま
し
た
。

議
会
は
し
ば
ら
く
休
憩
し
、

議
員
全
員
協
議
会
に
切
り
替
え

て
、
市
当
局
か
ら
さ
ら
に
詳
し

い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
当
局
か
ら
「
市

民
の
除
雪
に
対
す
る
均
衡
を
図

る
趣
旨
で
の
提
案
で
あ
っ
た

が
、
除
雪
の
実
態
や
建
設
業
協

同
組
合
と
の
契
約
内
容
を
も
っ

と
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ

の
議
案
は
撤
回
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、

議
会
に
諮
っ
た
結
果
、
本
条
例

の
撤
回
を
許
可
す
る
こ
と
と
決

定
し
ま
し
た
。

安
代
地
区
は
本
当
に
雪
の

多
い
地
域
で
あ
る
。
今
後

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、

除
雪
の
で
き
な
い
人
た
ち

が
増
え
て
く
る
。
業
者
委

託
と
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
経
費
が
か
か
り
、

住
民
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
。
ど
う
か
こ
の
条
例

を
廃
止
し
な
い
で
続
け
る

勝
又
紘
一
議
員

反
対

討
論

こ
と
を
要
望
し
、
反
対
討

論
と
す
る
。

降雪量が多く、ロータリー除雪車による除雪が必要な安代地区

◎助役制度の見直し

助役に代えて、副市長（町村にあっては

副町村長）を置くことになりました。

副市長の役目は、市長の命令を受け、政

策や企画を担当するとともに、市長の権限

の一部を委任され、その事務を執行します。

市町村が取り扱う事務量は年々拡大し、

役割と責任も拡大しています。今回の改正

は、このような状況を受け、市町村の自治

体運営機能強化を目的としています。

「助役」という名称は、「収入役」とと

もに、明治21年の市制・町村制当初から使

われてきましたが、役割をより適切に表す

名称として今回改めることになりました。

なお、改正法施行日（４月１日）現在、

助役である者は、副市長として選任された

ものとみなす規定に基づき、本市助役の小

林順一氏と武田常徳氏が、４月１日付で副

市長に就任しました（任期は、助役として

の任期である平成21年11月14日まで）。

◎収入役制度の見直し

収入役に代えて、会計管理者を置くこと

になりました。

会計管理者は部長や課長と同じ一般職で

あるため、ほかの一般職同様、選任に当た

っては議会の同意を必要としません。

今回の改正は、会計事務の電算化が進み、

特別職でなくとも会計事務を適正に執行す

ることが可能になったために行われました。

◎議会制度の充実

�専門的知見（学識経験者など）の活用　

議会の政策立案機能強化を目的として、

議案審査や市町村事務に関する専門的事項

の調査を、専門的知見に依頼することがで

きることになりました。

�常任委員会への複数所属制限の廃止　　

地方自治法上、すべての議員は、いずれ

かひとつの常任委員会の委員になることが

決められていましたが、今回の改正により、

複数の常任委員会に所属することが可能と

なりました。ただし、複数所属を認めた場

合、「常任委員会の同時開催が難しくなる」

など、それぞれの議会の判断で所属できる

委員会の数を制限することもできます。

地方自治法主な改正点

提
案
を
撤
回
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区域を除いた区域を対象に実施）

�上水道事業（水源施設改築、配水管拡張、老朽管
更新、道路改良などに伴う布設替え）

�市営住宅（市営曲田住宅の水洗化を2カ年で実施、
市営住宅への火災報知器設置、柏台第2コミュニティ

ー住宅の外部改修）

�木造住宅の耐震対策（市内15戸の一般住宅の耐震
診断を実施）

�除雪対策（八幡平市建設協同組合に委託するなど
市道、歩道合わせて640kmを除雪）

�環境衛生（ごみ減量化と資源ごみリサイクルの推
進、新たな最終処分場の検討、し尿処理、清掃業務、

斎場の適正運営）

�公共交通（患者輸送車の一般市民混乗によるコミ
ュニティーバス試験運行に向け検討、交通機関利用

者の通学定期購入費に対し助成）

�交通安全対策（高齢者に対する交通安全を重点的
に推進）

�地域安全対策（地域、学校を含めて市民総ぐるみ
で犯罪防止に努力）

�消防・防災対策（消防団の再編に係る検討委員会
を設立、八幡平消防署安代出張所と第27分団が入居

する安代防災センターを建設）

�西根バイパス第1期工区（本線舗装工事、西根地
区学校給食センター付近から市立図書館前までの接

続道路舗装工事、市役所東側国道282号の左折レーン

延長工事）

�西根バイパス第2期工区（第1期工区終点から落合
線までの詳細測量設計）

�市道整備事業（継続事業＝市道日影山蟹
かに

沢
さわ

線・岩

手山1号線・大更西線・間舘線・上寄木線・叺
かます

田
だ

小柳

田線・五日市川原線改良工事、新規事業＝市道岩屋

岩木線・柏台1号線改良工事ほか、北切上沖線の局部

改良工事、その他路線の軽舗装工事やアスファルト

再生財の切削材舗装工事）

�県からの県道管理権限移譲（県道柏台松尾線・田
山停車場線・荒屋新町停車場線・大更停車場線・田

代平西根線・焼走り線の権限移譲を受けて、市道と

一体的に管理）

�都市計画事業（大更駅周辺のまちづくり計画策定
に取り組み）

�公共下水道事業（西根処理区大更分区を管渠整備、
新たに平舘分区を管渠整備着手）

�農業集落排水事業（平舘・寺田南地区、北寄木地
区、田頭・平笠地区を管路整備）

�浄化槽事業（公共下水道事業と農業集落排水事業

自然と共生する、快適な住環境のまちづくり

19年度の主な事業
（施政方針演述より）
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�市民の健康対策（検診事業・生活習慣病予防事
業・母子保健事業・予防接種事業などによる健康づ

くりを推進、乳幼児医療費助成の所得制限撤廃、地

域医療の在り方を検討、平成20年度から始まる後期

高齢者医療の準備）

�子育て支援（東大更小学校区に学童保育クラブを
設置、延長保育や乳児保育などの充実、大更地区に

開所した「たからっこ広場」の開設日を週5日に拡大、

子どもを一時的に保護する子育て支援短期事業導入）

�障害者福祉（日常生活用具給付や住宅改修で障害
者の自立を支援、就労希望者を支援）

�高齢者福祉（介護予防事業の強化と地域包括支援
センターの充実、温泉施設を活用し高齢者向け健康

教室を開催、松尾地区に認知症対応型通所介護施設

を整備）

�西根病院、安代、田山診療所（医師確保に努力、
地域の医療確保と経営の健全化に向け、西根病院の

今後の在り方を検討）

�学校教育（児童生徒が心豊かに成長できる教育の
推進、学力調査に基づく的確な学力の把握、障害の

ある児童への支援、児童生徒の悩みへの相談、不登

校児童生徒の学校への復帰支援、複式学級を持つ小

規模校の児童生徒の適正な学習環境を作るため学校

の適正配置について検討、子どもの安全確保）

�学校整備関係（修理が必要な寄木小学校、寺田小
学校の調査設計や塗装工事を実施）

�学校給食（西根地区学校給食センターの調理部門
を民間へ業務委託）

�生涯学習・社会教育の振興（公民館、図書館など
を活用し、市民が企画、運営などさまざまな形で参

画できるよう資料収集や施設整備を実施、学習活動

の支援など生涯学習の普及奨励）

�社会教育の振興（家庭教育に対し支援、教育振興
運動を通じて地域の課題を模索しながら、地域教育

の充実と社会教育団体の育成指導）

�スポーツ振興（各種体育大会をはじめ、競技型ス
ポーツ大会や参加型スポーツ大会など、だれでも参

加できる体制を構築）

�伝統芸術・文化の継承（地域芸能祭や郷土まつり
を奨励、多様な芸術文化活動の環境づくりや歴史的

文化遺産を保護・収集）

�大更地区コミュニティーセンター（平成20年年度
建設に向けて設計業務を実施）

�学習院八幡平松尾校舎跡地の活用（記念公園とし
て整備）

�協働社会の構築（地域振興協議会や自治会などに
よる地域づくり活動への支援）

�新エネルギー対策（八幡平御在所温泉地域の地熱
開発調査を継続し発電事業化を検討）

�新庁舎建設（建設に向け、庁内関係部課長で構成
する調査委員会と、有識者などで構成する検討委員

会による調査・検討を実施）

�水田農業への取り組み（「品目横断的経営安定対策」
「米政策改革推進対策」「農地・水・環境保全向上対

策」に対応し、集落営農組織の組織化を推進）

�園芸振興（産地作り交付金を活用し、ホウレンソ
ウ、キャベツ、アスパラガスなどの生産を振興）

�花き振興（リンドウの海外輸出、長期安定出荷の
確立、雪冷房リンドウ培養育苗生産施設の整備によ

り、さらなる品種開発の推進）

�畜産振興（後継者対策と経営規模拡大の推進、生
乳、ブロイラーについても生産振興）

�林業振興（林道の整備と森林整備の支援、特用林
産物の振興と適正な森林管理）

�地産地消（観光施設などと連携し地産地消を推進、
道の駅にしね生産物直売所を増床）

�県営工事（浅沢地区中山間地域総合整備事業を継

続、特定中山間保全整備「馬渕川上流地域」の基本

調査を実施）

�観光振興（観光資源の全国発信、観光と他産業を
結び付けた健康・癒やし型滞在観光推進事業、各種

イベントの開催、八幡平周遊散策バスの運行、登山

道の整備、観光ガイドの養成、スポーツイベントの

開催や合宿の推進、岩手県産業まつりの誘致など）

�商業振興（八幡平市商工会の経営改善事業などを
助成、商工団体が行う商店街活性化事業に支援、中

小企業振興資金の融資枠拡大）

�工業振興（企業誘致の推進、起業家への支援、既
存立地企業に対する支援）

�第3セクター（健全経営に向けて引き続き努力、
一部施設を第3者へ譲渡するなど、民間譲渡、完全民

営化、出資の引き上げ、統合などについて検討）

連携によって築く、躍進する産業のまちづくり

健やかな、創造性あふれる人材のまちづくり
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